
 

 

平成２０年度一般会計決算概況について 

（単位：億円） 

歳 入 総 額 歳 出 総 額 差  引 繰越財源 実質収支 単年度収支 備    考 

７，３２７ ７，３１３ １４ ４４ △３０ △３４ １９年度実質収支 ４ 

１ 総 括         

平成２０年度一般会計決算は，市税収入についてはかろうじて予算額を確保したものの，秋以降の急激

な景気後退の影響を受けて，府税交付金（※１）が大幅な予算割れになったことなどから，実質収支（累

積収支）は３０億円の赤字（※２）となる見込みである。  

なお，全会計を合計した連結実質赤字比率（平成１９年度決算１０．４５％）については，現在算定中

であるが，昨年度に比べて改善し，９％程度となる見通しである。 

※１ 地方消費税交付金，軽油引取税交付金，自動車取得税交付金，利子割交付金，配当割交付金，株

式等譲渡所得割交付金等。いったん府税として収入し，一定割合が府下市町村に交付される。 

   例えば，株式等譲渡所得割交付金は，株式市況の急激な悪化により， １９年度の８億円の収入か

ら，２０年度は２億円へと激減している。また，自動車取得税交付金は，自動車販売台数の落ち込み

により，１９年度の３０億円の収入から，２０年度は２４億円へと大幅に減少している。 

※２ 平成１６年度（赤字額１１億円）以来４年ぶりの赤字 

２ 決算収支の特徴          

（１）地下鉄東西線第３セクター区間直営化に伴う高速鉄道事業特別会計への繰出金の増（並びにこれに伴

う本市に対する貸付金の返済等（歳入）の増）や，厳しい状況にある中小企業の資金繰りを支えるため

の中小企業金融対策預託金の増（並びにこれに伴う預託金元利収入の増）などにより，歳入歳出ともに

前年度を大きく上回る見込みとなった。歳出総額は前年度（６，７０８億円）を９．０％上回る     

７，３１３億円，歳入総額も前年度（６，７７４億円）を８．２％上回る７，３２７億円となる見込み

である。  

（２）市税の収入見込みは，前年度比２．１％の増収となった。市税が増収となった要因は，厳しい景気情

勢の中でも業績が堅調に推移する企業があったことから，市民税法人分が増収になったことに加え，区

役所・支所と行財政局が一丸となって市税の徴収率向上に努めた結果，徴収率が１０年連続で向上し，

前年度比０．０３％増の９７．２１％となったことなどである。 

   しかしながら，昨年秋以降の急激な景気後退の影響を受けて，府税交付金は１３．０％の減収となっ

た。 
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（３）国が返済に責任を持つ市債である臨時財政対策債を除いた市債残高は，勧奨退職の実施に伴う退職手

当債の発行などにより，一般会計では６３億円増加し，９，８３２億円となる見込みであるが，全会計

の合計では，平成１５年度以降６年連続で前年度を下回り，１兆９，７８６億円となる見込みである。 

３ 今後の財政運営 

２１年度についても，昨年秋以降の急激な景気悪化の影響を受け，非常に厳しい財政状況となることが

見込まれることから，一層の経費節減に努めることとし，さらに，市民税法人分の減収の一部を補てんす

るための減収補てん債の発行をはじめ，財源の確保に全力を挙げて取り組んでいく。 

そして，なにより，持続可能な財政健全化を推進し，京都の未来に責任を持つ財政運営の確立を図るた

め，全庁を挙げて，「京都未来まちづくりプラン」に掲げた行財政改革・創造の取組を加速させていく。 

＜参考１＞ 市税・府税交付金・地方交付税及び臨時財政対策債 

                                              （単位：億円）   

 平成１９年度 
決算       Ａ 

平成２０年度 ⑲→⑳増△減

予算   Ｂ 決算見込みＣ Ｃ－Ｂ Ｃ－Ａ 増減率Ｃ/Ａ
市 税 ２，６０９ ２，６６３ ２，６６４ １ ５５ ２．１％

 市民税個人分 
市民税法人分 
固 定 資 産 税 

８２３ 
４０１ 
９９０ 

８４１
４２３

１，００３

８３６
４２９

１，００３

△５ 
６ 
０ 

１３ 
２８ 
１３ 

１．６％
６．９％
１．３％

府 税 交 付 金 ２７０ ２７６ ２３５ △４１ △３５ △１３．０％

地 方 交 付 税 ・ 
臨時財政対策債 ８２６ ８１３ ８０１ △１２ △２５ △３．１％

＜参考２＞ 市債残高（一般会計）                              

（単位：億円） 

＜参考３＞ 市債残高（全会計）   

（単位：億円）  

                                            

 平成１８年度末 平成１９年度末 
Ａ

平成２０年度末見
込み     Ｂ 

⑳末-⑲末
Ｂ－Ａ 

合計（臨時財政対策債を除く） ９，７２６ ９，７６９ ９，８３２ ６３ 
 市 民 １ 人 当 た り ６６０千円 ６６５千円 ６７０千円    ５千円 
（臨時財政対策債を含む合計） （１０，９１３） （１１，０９９） （１１，２８５） （１８６）

 （ 市 民 １ 人 当 た り ） （７４１千円） （７５６千円） （７６９千円） (１３千円)

  平成１８年度末 平成１９年度末 
Ａ

平成２０年度末見
込み     Ｂ 

⑳末-⑲末
Ｂ－Ａ 

合計（臨時財政対策債を除く） ２０，１７３ １９，９０３ １９，７８６ △１１７ 
 市 民 １ 人 当 た り １，３７０千円 １，３５５千円 １，３４８千円  △７千円 
（臨時財政対策債を含む合計） （２１，３６０） （２１，２３４） （２１，２４０） （６）

 （ 市 民 １ 人 当 た り ） （１，４５１千円） （１，４４６千円） （１，４４８千円） (２千円)


